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Abstract
Since 1992，People's China has proceeded to the road for socialist
market economy namely socialism which based on market economy.
This Chinese formula have raised many theoretical discussions, mainly
because of it against traditional economic theories. In Japan, some
economists have insisted China has transformed into a kind of capital-
ism in early 21 century. In this article, the author analyses these opin-
ions, and clarifies the reason why they assert such opinions. In the
author's understanding, supporters of the opinion tend to consider mar-
ket economy itself as capitalism. This misunderstanding lead to the
false conclusion.
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とする政・財・官の三位一体支配体制下の市場メカニズムによる規制下にあ
るのでもない。
不要の誤解を避けるために，中国は社会主義市場経済化路線を採用するこ
とにより，かってのソ連・東欧における改革の限界を大きく乗り越えたが，
政治システムの面では一党支配体制を維持しており，この点では政治的自由
化・民主化を着実に進めているものの，なお伝統的社会主義の枠内にあると，
私は理解していることを付け加えておきたい。中国が政治システム面でも伝
統的社会主義の枠組みを何時，どのように突破するのか，これは極めて興味
ある点である。日本は第２次世界大戦後に，台湾，韓国は1980年代後半にな
り政治的民主化の道にのりだした。経済発展と政治的民主化にはいずれの国
においても時期的に大幅なずれがあるし，シンガポール，香港，タイのケー
スを見ても経済発展と政治面の発展の結びつきは多様・複雑である。中国で
も経済発展は近い将来大幅な政治的民主化を呼び起こすであろうことは確か
であろう。
